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リン酸の1巴効が劣ることなどを考慮すると,施肥割合

はN:P205:隆 0=10:10:10程度が適当と思われる。

前作のチ ヮツの残効の程度にょっても施1巴量を増減す

る必要がある。施肥時期は,定植前の基肥と,描芯後

および生育状況をみて,果実の肥大期の 2回の追肥を

行なう必要がある。なお,こ の結果にもとづいて施肥

試験を行ない,よ り正確な施肥基準を設定する必要が

ある。
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アール当り180本植 (6月ν年 )で ,チゥソの吸収量は,

1創″
/aと なる。また, 抑制メロンltバ ウス栽培であ

るため肥料成分の流亡が少ないことなどを考えると,

吸収量がおおよその標準施肥量と考えられる。しか し,

前にも記 したように,本試験lt一条値であることを考

慮すると,多 くとも18均/aで , それよりわずかに少

ない量が適当と思われる。また,カ リのぜいたく吸収,

イチ ゴ の栽培 体 系確立 に つ い て

第 1報 定植期 とマルチ効果

佐々木 健 治
(岩手県農業試験場県北分場 )

ず,特に定植期とマルチ効果,さ らに開花期における
1ま え が き 霜害回遊等の問題解決が必要と言える。

近年,岩手県の県北畑作地帯に各種の野菜が導入さ   このため,本試験は以上のような点について検討し

れるに伴い,イ チ tr栽培も沿岸北部を中心にわずかな  たものであ り,以下その概要について報告する。
がら増加しており,今 後の安定多収技術体系の確立に

2試 験 方 法
より,着実な伸びが期待される。

しかしながら,冷涼な気象下にある県北のイチゴの   前年度予備試験で透明マルチを使用 した場合,開花

露地栽培に関して,い まだ十分な検討がなされておら  期が晩霜に遭遇 し,花書の黒変枯死状態がみられ減収

採
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を示した。

このことから,本試験では黒色マルチ を中心に定植

期の早晩と収量との関連性について検討し,加 えて霜

害回避の目的で秋マルチを設定した。

〔秋マルチについて 〕冷涼な気象条件におかれてい

る県北のイチヨ栽浩にとって ,マ ルチの使用lt必須の

条件 と言える。 しかしながら,越冬後もマルチ状態を

継続すると開花期が早まり,と ころにょっては霜書に

ょる減収の危険を伴う。 この点を解決するため,定植

と同時に透明フィルムを被覆し,越冬前の生育を促進
するとともに,翌春マルチを除去することにょり,裸
地状態で開花期を遅 らせ,晩霜回避を計る。以上の考
え方が秋マルチの内容である。

1 供試条件
(1)'月 1日 定植 裸  地  区
(2)9月 8日 定植 裸  地  区
(3),月 1日 定植 全期黒色マルチ区
(4)'月 8日定植 全期黒色マルチ区
(5)'月 15日 定植 全期黒色マルチ区

につれて,裸地,黒マルチとも生育量が増加する傾向
を示 した。 さらに敗芽数,花 房数においてもマルチ使

用と早期定植により増加の傾向がみられた。

一方,開 花期は秋マルチの場合黒マルチに比べて 2

日程遅れ,裸地並となっており,晩編回避とい う当初
の目的とも合致する結果となっている。

2 収量および品質
総収量は裸地で幾分低くなっているが,マ ルチ区で

は a当 り200り前後の収量 とな っている。 これを上果
収量について比較 してみると,秋マルチが177協/aで

最も高く,以下
'・

8黒マルチ>9・ 1黒 マルチ>9・
15黒マルチ>9・ 1裸地>9・ 8裸地の順序となってお

り,9月 8日 の定植では裸地に比べて黒マルチで197`

(6)9月 8日 定植 透明秋マルチ区
2 耕種概要
栽植様式

(1■1西)X30の
556株/a

施肥量 (成分協/a) 堆肥  200″
N― ■6 P205~2' K20~■ 6

(有機入イチヨ化成, BMョ ーリン )

3 供試品種  ダナー
4 -区面積および区制 一区18″ 2区制

3 試験結果および考察

1 生育経過
第 1表は越冬前おょび越冬後の生育を示したもので

あるが, マルチ使用の効果についてみると,裸地区に

比べてマルチ区は明らかに生育量増加の傾向が認めら

れ,特に透明秋マルチ区は草丈,葉数 ともに全期間優

位を占めている。

定檀期の早晩と生育との関係・t9・ 1黒―ルチが 9・

8黒 マルチに劣 ってはいるが,概 して定植期が早まる

“

,秋マルチで214%と 2倍前後の収量 となっており,
マルチの増収効果は明らかで,特 に秋マルチの効果は

顕著であった (第 2表 )。

次に定植期の早晩と収量との関係についてみると,

生育の場合と同様 9・ 8黒マルチが
'・

1黒マルチより

多収とな っているが,傾 向としては早期定植にょる増
収が認められる。

さらに被覆条件が品質に及ぼす影響を奇形果と病果

の出現割合からみた場合,第 2表からも明らかなよう
に一定の傾向が認められた。っまり,裸地の奇形果率
が 10“以上を示 してぃるのに対 し,マ ルチ区でlt 2%

前後の発生にとどまってお り,裸地との対比において

考えると,マ ルチによる花芽分化期を含む秋季保温が

第 1表 生 育 調 査

必
10月 11日

"月
29日 5月 7日 1腋

彗芽
り致

1花

菫房
り数

開
分
花
日

期
V

収
貧
穫・

日

始
V

（月

・
日
）

収
　
穫
　
終

草

丈
(“)

葉

(簑 )
曹
(C")

葉

温)

葉

(後 )
輩
(“ )

葉

(彙 )

葉

数
(枚 )

19月 1日 裸  地
29月 8日 裸  地
3 9月 1日 黒色マけ

4 9月 8日 黒色マ′け

5'月 15日 黒色マ′!ケ

6 9月 8日 秋 マルチ

182

187

178

1'0

183

196

77

78

79

87

43

92

&3

87

78

'3
84

'7

,0

82

,0

86

84

,o

90

,1

,1

1● 1

24

105

４

４

４

４

４

４

ス

６

‘

‘

‘

‘

'6
スア

114

1■ 2

87

1■ 7

59

28

41

45

36

45

`6
66

81

89

71

85

5・ 19

5・ 16

5・ 15

5・ 15

5・ 15

5・ 17

6・ 12

6・ 12

6・ 12

6・ 11

6・ 11

6・ 15

7・ 13

7.13

7・ 13

フ・ 13

7.15

7.13



東 北 農 業 研 究  第 18号 (1976) -219-

第 2表  収量調査 (2tl株当り )
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注。調査基準 上 果 :7′ 以上の正常果 病果 :
奇形果 :  ″  奇形果 小果 :

アタ以上の病果

ア′以下の正常果 +奇形果+病果

奇形果防止上効果があるのではないかと推察される。

しかし一方 ,病果の発生は逆にマルチを使用すること

により高まるようである。

時期別上果収量については第 3表に示 したとお りで

第 3表  時期,1■桑 収量 (20株当り)

4む す び

以上,本年の結果についてその概要を述べてきたが,

前述 したように, 当地方でのイチゴ栽培 lt冷涼な気象

条件下にあるため,採苗から定植までの育苗期間が短

く,そ のため長苗 を得ることや極端な早期定植は困難

あるが,各供試条件 とも収穫のビークが
`月
25日 前後

にあり,県北地帯における露地裁培での収穫期間は,

収量的にみて 6月 15日 から7月 10日 までの25日 間程度

と考えられる。

である。 これ等の点を補う意味においても,本 試験の

結果からも明らかなように,透明秋マルチは収量決定
に大きく影響する越冬前の生育量を確保するとともに

翌春の晩霜を回避する方法として,県北のイチゴ栽培
にとって有利な技術と考えられる。
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